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抗けいれん剤
フェノバルビタールナトリウム凍結乾燥製剤

注1）注意―習慣性あり
注2）注意―医師等の処方箋により使用すること

劇薬
向精神薬（第三種）
習慣性医薬品注1）
処方箋医薬品注2）



禁忌（次の患者には投与しないこと）
省略（変更なし）
省略（変更なし）
ボリコナゾール、タダラフィル（肺高血圧症を適応と
する場合）、マシテンタン、エルバスビル、グラゾプ
レビル、チカグレロル、アルテメテル・ルメファン
トリン、ダルナビル・コビシスタット、ドラビリン、
リルピビリン、ニルマトレルビル・リトナビル、リ
ルピビリン・テノホビル アラフェナミド・エムトリ
シタビン、ビクテグラビル・エムトリシタビン・テ
ノホビル アラフェナミド、ダルナビル・コビシス
タット・エムトリシタビン・テノホビル アラフェナ
ミド、エルビテグラビル・コビシスタット・エムト
リシタビン・テノホビル アラフェナミド、エルビテ
グラビル・コビシスタット・エムトリシタビン・テ
ノホビル ジソプロキシル、ソホスブビル・ベルパタ
スビル、ドルテグラビル・リルピビリン、カボテグ
ラビルを投与中の患者［10.1 参照］

2.
2.1
2.2
2.3

禁忌（次の患者には投与しないこと）
省略（変更なし）
省略（変更なし）
ボリコナゾール、タダラフィル（肺高血圧症を適応と
する場合）、アスナプレビル、ダクラタスビル、マシ
テンタン、エルバスビル、グラゾプレビル、チカグ
レロル、アルテメテル・ルメファントリン、ダルナ
ビル・コビシスタット、ドラビリン、リルピビリン、
リルピビリン・テノホビル ジソプロキシル・エムト
リシタビン、リルピビリン・テノホビル アラフェナ
ミド・エムトリシタビン、ビクテグラビル・エムト
リシタビン・テノホビル アラフェナミド、ダルナビ
ル・コビシスタット・エムトリシタビン・テノホビ
ル アラフェナミド、エルビテグラビル・コビシス
タット・エムトリシタビン・テノホビル アラフェナ
ミド、エルビテグラビル・コビシスタット・エムト
リシタビン・テノホビル ジソプロキシル、ソホスブ
ビル・ベルパタスビル、ドルテグラビル・リルピビ
リン、カボテグラビルを投与中の患者［10.1 参照］

2.
2.1
2.2
2.3

改訂前（波線部：削除）改訂後（下線部：追記）
（2023 年 1 月改訂、第 3版） （2022 年 9月改訂、第 2版）
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リルピビリン
（エジュラント）
リルピビリン・テノホビ
ル ジソプロキシル・エ
ムトリシタビン
（コムプレラ配合錠）
［2.3 参照］

リルピビリンの代謝
が促進され、血中濃
度が低下するおそれ
がある。

ニルマトレルビル・リト
ナビル
（パキロビッド）
［2.3 参照］

ニルマトレルビル及
びリトナビルの血中
濃度が低下するた
め、効果が減弱し、
耐性が発現する可能
性がある。

ル アラフェナミド・エ
リルピビリン・テノホビ

ムトリシタビン
（オデフシィ配合錠）
［2.3 参照］

リルピビリン及びテ
ノホビル アラフェ
ナミドの血中濃度が
低下するおそれがあ
る。

省略（変更なし） 省略（変更なし） 省略（変更なし） 省略（変更なし） 省略（変更なし） 省略（変更なし）

本剤の肝薬物代謝酵
素（CYP3A）誘導作
用及びP糖蛋白誘導
作用による。

本剤の肝薬物代謝酵
素（CYP3A）誘導作
用による。

リルピビリン・テノホビ
ル アラフェナミド・エ
ムトリシタビン
（オデフシィ配合錠）
［2.3 参照］

リルピビリン及びテ
ノホビル アラフェ
ナミドの血中濃度が
低下するおそれがあ
る。

本剤の肝薬物代謝酵
素（CYP3A）誘導作
用及びP糖蛋白誘導
作用による。

相互作用
薬物代謝酵素CYP3A等の誘導作用を有する10）。
併用禁忌（併用しないこと）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ボリコナゾール
（ブイフェンド）
タダラフィル
（肺高血圧症を適応とす
る場合：アドシルカ）
マシテンタン
（オプスミット）
エルバスビル
（エレルサ）
グラゾプレビル
（グラジナ）
チカグレロル
（ブリリンタ）
アルテメテル・ルメファ
ントリン
（リアメット配合錠）
ダルナビル・コビシス
タット
（プレジコビックス配
合錠）
ドラビリン
（ピフェルトロ）
［2.3 参照］

これらの薬剤の代謝
が促進され、血中濃
度が低下するおそれ
がある。

本剤の肝薬物代謝酵
素（CYP3A）誘導作
用による。

10.

10.1

ボリコナゾール
（ブイフェンド）
タダラフィル
（肺高血圧症を適応とす
る場合：アドシルカ）
アスナプレビル
（スンベプラ）
ダクラタスビル
（ダクルインザ）

（オプスミット）
エルバスビル
（エレルサ）
グラゾプレビル
（グラジナ）
チカグレロル
（ブリリンタ）
アルテメテル・ルメファ
ントリン
（リアメット配合錠）
ダルナビル・コビシス
タット
（プレジコビックス配
合錠）
ドラビリン
（ピフェルトロ）
［2.3 参照］

これらの薬剤の代謝
が促進され、血中濃
度が低下するおそれ
がある。

本剤の肝薬物代謝酵
素（CYP3A）誘導作
用による。

相互作用
薬物代謝酵素CYP3A等の誘導作用を有する10）。
併用禁忌（併用しないこと）

10.

10.1

リルピビリン
（エジュラント）
［2.3 参照］

リルピビリンの代謝
が促進され、血中濃
度が低下するおそれ
がある。

改訂前（波線部：削除）改訂後（下線部：追記）
（2023 年 1 月改訂、第 3版） （2022 年 9月改訂、第 2版）
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